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結果の適用限界について述べ アスペクト比が 3 以上では二次元の計算がそのまま適用できることを
明らかにし，それ以下のアスペクト比に対しては 修正係数を導入して二次元の解が適用できるよう
にしている。
第 7 章では，以上の結果が総括的に述べられている。
論文の審査結果の要旨
近年流体論理素子の開発に伴って，噴流の挙動が重要視されるようになり，無限小幅ノズルあるい
は有限幅ノズルから流出する噴流について，いくつかの研究が行われてきたO この論文では，二次元
の有限幅ノズルについて，境界層の概念に基づき，境界層方程式の運動量積分式に加えて，新たにエ
ネルギ積分式を用い，噴流の拡散状態，初領域および発達領域に対しての近似計算法を導いている。
さらに，アスペクト比が小さい場合に，近似計算法の必要であることを説き，三次元流れに対するこ
の解法の適用性を明らかにしている。以上の取扱いから，この論文において得られた主要な成果は次
のとわりである。
(1) 二次元噴流の場合に，近似計算によって得られる初領域のコア幅と噴流幅，発達領域の噴流幅と
噴流中心線上の速度には，乱流拡散係数に含まれる実験定数が含まれるので，実験結果と比較して，
この定数を初期乱れ強さの関数として表わし，舌しれ強さの異なる付着流れの近似計算に適用できる
ようにしている。
(2) この論文で着目しているオフセット比が小さい場合の流れでは，流れに相似性が見られないこと
を実験的に明らかにし，近似計算の必要で、あることを説いている。
(3) 付着壁傾斜角がない場合の流れおよび種々の傾斜角をもっ流れの場合に対して，この論文で提案
している近似計算と実験結果とがよく合うことを示し，また各オフセット比に対して，付着が最も
強くなる傾斜角の存在することを明らかにしている。
(4) アスペクト比の小さい三次元付着流れに対する，二次元付着流れの近似計算法の適用性ならびに
その限界を明らかにしている。
以上のように，本論文は有限幅ノズルから流出する噴流の取扱いに対して，実験結果とよく合う近
似計算法を提供し 機械工学上寄与するところが大きい。よって 本論文は博士論文として価値ある
ものと認、める。
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